
〇事業所名称：通所介護ふれあい俱楽部

〇サービス種類：地域密着通所介護

〇会議開催日：令和７年９月２５日（木）１４：００～１５：００

〇開催場所：清水整形外科２F談話室

〇出席者： １名 地域代表者（久具地区） ３名

１名 包括支援センター １名

＜議事＞
１．自己紹介

　　管理者：暑い中お集まり頂き、ありがとうございました。

　　　　　　令和７年上期の報告をさせて頂きます。

２．利用者状況報告（令和7年８月現在）

介護度別ご利用者数（延べ人数/実人数）

事業対象者 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計

11（3） 97（9） 47（5） 24（3） 4（1） 183（21）

年齢別ご利用者数（延べ人数/実人数）

52（7） 84（9） 23（3） 4（1） 20（1） 183（21）

地区別ご利用者数

不知火 小川 合計

3名 2名 ２２名

３．活動状況説明・行事実施報告

（１）R７上期行事実施報告

４月

５月

６月

７月

８月

９月

（２）R７年上期職員内部研修実施状況

４月・・倫理および法令順守に関する研修

５月・・BCP研修・訓練/災害発生時に求められる役割

６月・・入浴介助に関する研修

＊以上の行事に合わせて、毎月お誕生会、体重・体力測定や脳トレを行っています。体調の変化を把握した
り、脳の活性化を図っています。
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事業所

利用者家族代表

７５～
７９歳

松橋（久具）

17名（4名）

バスハイク（桜見学）風景画作り（ペーパークイニングで鯉のぼり作り、手先の作業脳の活性化、
完成の達成感を味わって頂く）

室内ゲーム（茶摘みゲーム・身体を動かしながら身体機能維持向上を図る。）カラオケ（皆さんで
思い出の曲を歌う）

令和７年運営推進会議報告書（第１回）

あじさい見学（住吉公園・住吉駅へドライブし季節感ある風景を見学する）七夕飾り作り（手先を
使い飾り物を作り、脳の活性化図る。短冊にお願い事を書き留める。）

夏の風景画作り（画用紙・お花紙を使い風鈴作りと朝顔作り、手先を動かし脳の活性化を図る。）室内ゲーム
（新聞ボールと段ボールを使い、楽しく関節可動域訓練と体幹の身体機能維持向上を目指す。）

おやつ作り（フルーツポンチ作り・家事訓練）秋の風景画作り（４色の折り紙を細く切って紅葉の
台紙に貼り付け切り取り、紅葉の壁面を作り季節感を味わって頂く）

お誕生会（皆さんからお祝いのお言葉や色紙・花のプレゼント・カラオケ）秋の大運動会（ボール渡し・ロー
プ渡し・バトンリレー・応援合戦・弾入れ・おかしくい競争等、椅子に座って出来る種目を紅白に分かれて
競って頂く）



７月・・ＢＣＰ研修・訓練/感染症発生時に求められる役割

８月・・認知症の人の接し方と介護のポイント

４．地域の事例検討・意見交流等

５．ご家族より意見等・その他

６．その他

回答１
通所介護→

意見１
区長様より
→

研修報告でBCPってなんの略ですか？

包括支援セ
ンターより 各地区や家庭の少しの困りごとや気づきなど有りましたら、社協の方へ連絡下さい。

週５回デイサービスに通っています。家にいるときは何もしないで、寝ていることが多
いです。デイに行くことが生きがいになっているようです。これからもよろしくお願い
いたします。

ご家族代表
様より→

今後も、状況を見据えながら、安全に近隣にお住いの方へ、事業所内容の情報発信や地域との連
携・意見交換が出来るよう努めていきたいと思います。

次回開催予定：令和８年３月頃に開催します。

意見２
区長様より
→

桜見学はどちらに行かれましたか？久具地区にも桜公園や神社・散歩コースなど環境整
備に力を入れています。ぜひ遊びに来てください。

回答２
通所介護→

今年の桜見学は東陽村のせせらぎ温泉に見学に行きました。来年は久具の公園に見学に
いかせていただきます。

意見３
区長様より
→

久具の公民館ではふれあいサロンの内容や公民館で行われた活動の内容を展示していた
り、以前は下に座っていましたが、机や椅子の設置・空気清浄機の設置など活動がやり
やすくなる工夫や整備を行っています。地区の方がカラオケやダンス・体操などで公民
館を利用し活気づいていたたくよう発信していいます。

BCP（Business Continuity Plan）とは災害や感染症の大流行、不測の事態が発生し
た際にも重要な事業を中断させない、あるいは早期復旧を図るための事業継続計画のこ
とです。介護事業においては「業務継続計画」と呼ばれ、2021年度の介護報酬改定で
計画の策定と研修・訓練（シミュレーション）の実施などが義務付けられました。
それに伴い、職員も定期的な研修と訓練を行っていなす。

包括支援セ
ンターより とても素晴らしい取り組みだと思います。社協でも地域に発信していきます。


